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生物遺伝資源情報総合センターの
２大ミッション

１．生物遺伝資源委員会の運営
55名（2009年7月現在）

２．遺伝資源データベースの整備
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NBRP情報センターの役割

１．NBRPリソースの情報整備・公開支援

２．ポータルサイトの提供

３．情報発信を通してバイオリソースの
有効利用を促進

www.nbrp.jp
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研究成果の
フィードバック
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バイオリソースデータベースの特徴
リソース情報の閲覧・検索機能以外に、以下の機能を必要とする。

(1) Materialsとの一体化（在庫管理システム）
(2) オーダーシステム
(3) 寄託受付システム
(4) ユーザー管理システム
(5) 実費徴収システム（機関の経理担当）
(6) MTA（eMTA)の送付など（機関の知財担当）
(7) トラッキングシステム（手続き、配送、スクリーニングなど）
(8) 成果のフィードバックシステム

このほか、
・ 生物種、機関によって運用の仕方が異なる
・ 関連情報が多種多様
という特徴がある。

© 2010山崎由紀子(国立遺伝学研究所) licensed by CC表示 - 非営利 - 改変禁止 2.1 日本



2. バイオリソースデータベースの現状
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www.nbrp.jp
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NBRP databasesは
関連DB(ネットワーク）
とも連携
（他省庁のDB、国際連携）

マウス（国際）
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国内マウスリソース統合DB (JMSR）
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国際マウスリソース統合DB（IMSR)
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3. バイオリソースデータベースの今後
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DBに期待されること:
安定運用
情報発信を通してバイオリソースの有効利用を促進

情報センターとしてできること：

・ 関連情報を充実させて利用を促進する
成果論文の収集（ジャーナルの協力）
内外の関連サイトとの連携

(アジアの国々との連携)
・ 高次な情報探索機能の提供

Ontologyなどを活用して生物種横断的探索を実現する
・ データ利用規約を整備して利用の拡大を図る
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NBRP情報WG

「ナショナルバイオリソースプロジェクトにおける
データベース整備および成果情報の

公開に関する報告書」

第1章 データベース整備
第2章 NBRP二次情報の公開
第3章 二次情報の取り扱い

© 2010山崎由紀子(国立遺伝学研究所) licensed by CC表示 - 非営利 - 改変禁止 2.1 日本



定義
I   バイオリソース一次情報：寄託（譲渡）時にリソースとともに提供される情報。
II バイオリソース二次情報：バイオリソースに関する情報のうち、バイオリソース事業を行う中で付加、修正等がなされていく情報。

具体的には １）、２）、３）を含む。
１）バイオリソース基本情報：一次情報（I）と寄託（譲渡）・提供手続きに関する情報（MTAを含む）を合わせたもので、公開を前提とした情報
２）NBRP付加情報：リソース代表機関ならびに情報センターが寄託（譲渡）後に追加する情報（特性情報、ゲノム情報、オントロジーをはじめ、

「NBRPゲノム情報等整備プログラム」および「NBRP基盤技術整備プログラム」の成果を含む）。

３）バイオリソース派生情報：バイオリソースまたはその情報を利用した研究等で新たに得られた情報（成果論文、リソースに関するフィードバックな
ど）。
III バイオリソース内部管理情報：リソース代表機関および情報センターがリソースやデータベースを管理するために必要な情報。出庫管

理情報、利用者情報、寄託（譲渡）・提供手続きのトラッキング情報、データベースのアクセルログなど、内部利用目的の情報。

リソース
一次情報

リソース
派生情報

リソース内部管理情報

公開DB

二次情報

リソース
派生情報

NBRP
付加情報

I

II 1)

III

II 3)

手続き情報
（MTA含）

寄託者 利用者

公開DBなど

II 3)

II 2)

◎バイオリソース二次情報の定義

II NBRP事業

リソース
基本情報
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情報センター

NBRP各プログラムから産出された情報および派生情報の公開までのプロセス

中核機関

II 3) 派生情報

II 3) 派生情報

・総合検索
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・成果公開
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内
部
管
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情
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内
部
管
理
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報 II 1) 中核的拠点

整備プログラム
II 2) 基盤技術整備

プログラム
II 2) ゲノム情報等
整備プログラム
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個体

組織・細胞

ゲノム

遺伝子

DNA

生物種

多型

バイオリソース情報

バイオリソースデータベース内で関連情報を充実させるには限界がある。
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バイオリソースデータベースの将来像

ネットワーク上の関連するすべてのサイトからリソースDBにアクセスできる

DNA sequenceのアクセション番号のようなリソースの国際ID化
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Thank you for your attention

If you are interested in NBRP, please visit

www.nbrp.jp
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